
ロ
イ
ン
ダ
ス
文
明

イ
ン
ド
古
代
支
明
を

生
ん
だ
２
つ
の
大
河

イ
ン
グ
ス
川
流
域
に
計
画
的
な

都
市
を
築
い
た
イ
ン
ダ
ス
文
明

前
２
３
０
０
年
ご
ろ
、
イ
ン
ド
北
西
部
（八
ラ

ッ
パ
ー
や
モ
ヘ
ン
ジ
ョ
＝
ダ
ロ
な
ど
）
イ
ン
ダ
ス

川
流
域
中
心
に
南
ア
ジ
ア
の
文
明
が
生
ま
れ

||1摯
IJが チベ ット高 原

'Iデ

tryJ脈  

「

た
。
き
わ
め
て
綿
密
な
計
算
の
上
に
都
市
を
デ

ザ
イ
ン
し
た
イ
ン
ダ
ス
文
明
で
あ
る
。

都
市
は
城
塞
と
市
街
地
に
分
け
ら
れ
、
城
塞

に
は
各
種
の
公
共
施
設
が
あ
り
、
市
街
地
の
外

に
は
墓
地
が
置
か
れ
て
い
た
。
市
街
地
は
、
整

然
と
碁
盤
目
状
に
区
画
さ
れ
た
大
通
り
や
小
路

に
、
焼
煉
瓦
で
で
き
た
家

々
が
建
ち
、
井
戸
や

炊
事
場
、
洗
濯
場
が
あ
っ
た
。
大
通
り
の
地
下

に
は
下
水
道
が
整
備
さ
れ
、
清
掃
用
の
了
／
ホ
ー

ル
も
あ
っ
た
。
だ
が
、
権
力
を
象
徴
す
る
よ
う
な

王
宮
や
王
墓
、
神
殿
が
発
見
さ
れ
て
お
ら
ず
政

治
の
よ
う
す
は
わ
か
っ
て
い
な
い
。

セイロン島

古
代
イ
ン
ド
で
は
、

イ
ン
ダ
ス
川
で
古
代
文
明
が
栄
え
、

そ
の
後
ガ
ン
ジ
ス
川
流
域
に

ア
ー
リ
ヤ
人
の
文
明
が
成
立
し
た
。

ま
た
、
赤
地
に
黒
の
彩
文
土
器
、
石
器
、
青

銅
製
の
武
器
や
人
像
、
石
製
の
印
章

（そ
こ
に

刻
ま
れ
た
イ
ン
ダ
ス
文
字
は
未
解
読
）
を
使
用

し
、
メ
ソ
ポ
タ
ミ
ア
Ｆ

ｌ８
参
じ

と
も
海
上
交
易

を
行
っ
て
い
た
。

イ
ン
ダ
ス
文
明
は
ド
ラ
ヴ
ィ
ダ
系
の
民
族
が

担
っ
て
い
た
と
考
え
ら
れ
、
そ
の
遺
物
に
、
ヒ
ン

ド
ゥ
ー
教
の
シ
ヴ
ァ
神
に
似
た
像
も
見
つ
か
っ
て

お
り
、
現
在
ま
で
続
く
南
ア
ジ
ア
文
化
へ
影
響

を
与
え
た
と
推
察
さ
れ
る
。
そ
し
て
、
ア
ー
リ
ヤ

人
の
移
住
以
前
、
一則
１
８
０
０
年
ご
ろ
か
ら
、
環

境
破
壊
に
よ
る
砂
漠
化
や
洪
水
、
河
川
流
路
の

変
更
な
ど
さ
ま
ざ
ま
な
理
由
に
よ
っ
て
衰
退
ヘ

と
向
か
っ
て
い
っ
た
。

遊
牧
民
ア
ー
リ
ヤ
人
が
築
い
た

ガ
ン
ジ
ス
川
の
文
明

イ
ラ
ン
高
原
で
遊
牧
を
し
て
い
た
ア
ー
リ
ヤ

人
が
、
イ
ン
ダ
ス
川
上
流
の
パ
ンヽ
ジ
ャ
ー
ブ
地
方

に
入
っ
て
き
た
の
は
、
一則
１
５
０
０
年
ご
ろ
で
あ

る
。
ア
ー
リ
ヤ
人
は
イ
ン
ド
＝
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
語
系
の

民
族
で
、
都
市
を
つ
く
ら
ず
、
牧
畜
と
農
耕
を

営
み
な
が
ら
先
住
民
を
支
配
し
て
い
っ
た
。

さ
ら
に
前
１
０
０
０
年
ご
ろ
、
ア
ー
リ
ヤ
人
は

肥
沃
な
ガ
ン
ジ
ス
川
流
域
へ
進
出
し
、
稲
作
を

開
始
、
定
住
生
活
を
始
め
る
と
と
も
に
、
階
層

社
会
を
形
成
し
た
。
最
上
位
に
聖
職
者
バ
ラ
モ

ン
、
つ
い
で
王
族

。
戦
士
の
ク
シ
ャ
ト
リ
ス

庶

民
で
農

工
商
人
か
ら
な
る
ヴ
ァ
イ
シ
ャ
、
最
下

層
に
被
征
服
民
を
シ
ュ
ー
ド
ラ
（隷
属
民
）
と
す

る
ヴ
ァ
ル
ナ
制
で
、
フ」
れ
が
、
イ
ン
ド
で
現
在
ま

で
続
く
カ
ー
ス
ト
制
度
の
原
型
で
あ
る
。

こ
の
時
期
、
イ
ン
ド
最
古
の
聖
典

『リ
グ
＝
ヴ

エ
ー
ダ
』
を
は
じ
め
、
サ
ン
ス
ク
リ
ッ
ト
語
で
編

纂
さ
れ
た
多
く
の
ヴ
エ
ー
ダ
を
聖
典
と
し
、
バ
ラ

モ
ン
階
級
を
中
心
に
し
て
発
展
し
た
宗
教
を
、

の
ち
の
ヒ
ン
ド
ゥ
ー
教
か
ら
区
別
し
て
、
バ
ラ
モ

ン
教
と
よ
ぶ
こ
と
も
あ
る
。

現在のカースト制の原型と
なった身分制度。
上位3つ は征服民アーリヤ
人の階層で、その下のシュー

ゝ
、歴鷲獣選霧贋譜

る被
擢徽 )

征
服
民

ア
ー
リ
ヤ
人

被
征
服
民

先
住
民

シュードラ
(隷属民)

モヘンジョ=ダロ規稽脇彗輪鷹躊騒 肢催鬱藉溜蕉場雛冬嘱場衆馳孔私が纏段壇♂鼎 34戸など、すべてが均―な煉瓦でつくられている。1980年 に世界文化遺産に登録された

ガンジステ|卜、、
ガンジス川流域

ガンジス川流域の文明
アーリヤ人が肥沃なガンジス川

流域で、本格的に稲作を開始し

定住。バラモン教をもとにヴア

ルナ制階層社会を形成した。

デカン高原

インダス川流域に栄えた古

代文明。石器と青銅器を併

用し、さまざまな公共施設を

備えた都市を建設した。

ア リヽ 人の身分争薦

クシャトリア
(三族

=戦
士)

儡


